
第
一
類
第
一
号

内
閣
委
員
会
議
録
第
三
号

国
務
大
臣

内
閣
官
房
長
官
）

～
沖
縄
基
地
負
担
軽
減
担
当
）

国
務
大
臣

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
）

（
海
洋
政
策
・
領
土
問
題
担
当
）

消
費
者
及
び
食
品
安
全
担
当

国
務
大
臣

経
済
再
生
担
当
）

～
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
担

当）（
経
済
財
政
政
策
担
当
）

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日

石
原
伸
晃
君

松

本

純

君

菅

義

偉

君

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
（
金
曜
日
）

午
前
九
時
開
議

出
席
委
員
委

員

長

秋

元

司

君

理

事

谷

川

弥

一

君

理

事

平

井

た

く

や

君

理
事
ふ
く
だ
峰
之
君
理
事
牧
島
か
れ
ん
君

理

事

松

本

文

明

君

理

事

緒

方

林

太

郎

君

理

事

神

山

洋

介

君

理

事

佐

藤

茂

樹

君

青

山

周

平

君

池

田

佳

隆

君

石

崎

徹

君

岩

田

和

親

君

大

岡

敏

孝

君

大

隈

和

英

君

大

西

宏

幸

君

岡

下

昌

平

君

門

博

文

君

神

谷

昇

君

木

内

均

君

園

場

幸

之

助

君

武

村

展

英

君

中

山

展

宏

君

長

坂

康

正

君

長

島

忠

美

君

橋

本

英

教

君

宮

川

典

子

君

務

台

俊

介

君

和

田

義

明

君

泉

健

太

君

大

串

博

志

君

岡

田

克

也

君

金

子

恵

美

君

高

井

崇

志

君

辻

元

清

美

君

角

田

秀

穂

君

濱

村

進

君

池

内

さ

お

り

君

島

津

幸

広

君

浦
野
靖
人
君

閣

国
務
大
臣

一
億
総
活
躍
担
当
～

働
き
方
改
革
担
当

：
女
性
活
躍
担
当
）

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
担
当
）

震
子
化
対
策
担
当
）

（
男
女
共
同
参
画
担
当
）

国
務
大
臣

規
制
改
革
担
当
～

～
行
政
改
革
担
当

（
国
家
公
務
員
制
度
担
当
）

国
務
大
臣

内
閣
府
副
大
臣

厚
生
労
働
副
大
臣

農
林
水
産
副
大
臣

内
閣
府
大
臣
政
務
官

内
閣
府
大
臣
政
務
官

外
務
大
臣
政
務
官

防
衛
大
臣
政
務
官

政
府
特
別
補
佐
人

（
内
閣
法
制
局
長
官
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
宣
房
内
閣
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
宣
房
内
閣
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
官
房
総
合
海
洋
政
策
本

部
事
務
局
長
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
官
房
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
推
進
本
部
事

務
局
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
推
進
統
括

官）政
府
参
考
人

（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
府
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
警
察
庁
長
官
官
房
総
括
審
議

官）

斉

藤

実

君

田
中
愛
智
朗
君

一
角
育
生
君

岡

田

隆

君

石
田
高
久
君

甲
斐
正
彰
君

向
井
治
紀
君

平
川

薫
君

横
畠
裕
介
君

丸
川
珠
代
君

越
智
隆
雄
君

古
屋
範
子
君

齋

藤

健

君

武
村
展
英
君

務
台
俊
介
君

武
井
俊
輔
君

宮
澤
博
行
君

山
本
幸
三
君

加
藤
勝
信
君

委
員
の
異
動

十
月
二
十
一
日

辞
任池
田
大
隈
武
部

同
日辞
任ロF
 
橋
本
宮
川

博
文
君

英
教
君

典
子
君

補
欠
選
任

武
部
池
田
大
隈

新
君

佳
隆
君

和
英
君

佳
隆
君

和
英
君
新
君

補
欠
選
任

橋
本
英
教
君

宮
川
典
子
君

門

博

文

君

政
府
参
考
人

（
警
察
庁
警
備
局
長
）

政
府
参
考
人

（
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
大
臣
官
房
参
事
官
）

政
府
参
考
人

（
財
務
省
主
計
局
次
長
）

政
府
参
考
人

（
ス
ポ
ー
ツ
庁
ス
ポ
ー
ツ
総
括

官）政
府
参
考
人

（
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
審
議

官）政
府
参
考
人

（
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局

障
害
保
健
福
祉
部
長
）

政
府
参
考
人

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
審
議

官）政
府
参
考
人

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
審
議

官
）
．

政
府
参
考
人

（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
次
長
）

政
府
参
考
人

（
防
衛
省
地
方
協
力
局
次
長
）

内
閣
委
員
会
専
門
員

室
井
純
子
君

谷
井
淳
志
君

多
田
明
弘
君

竹
内
芳
明
君

中
石
斉
孝
君

堀

江

裕

君

吉
本
明
子
君

平
井
明
成
君

可
部
哲
生
君

四
方
敬
之
君

堀
江
宏
之
君

松
本
光
弘
君

0
秋
元
委
員
長
こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
件
、
公
務
員
の
制
度
及
び

給
与
並
び
に
行
政
機
構
に
関
す
る
件
、
栄
典
及
び
公
式
制

度
に
関
す
る
件
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に

関
す
る
件
、
国
民
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
件
及

び
警
察
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
ま
す
。

こ
の
際
、
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

各
件
調
査
の
た
め
、
本
日
、
政
府
参
考
人
と
し
て
内
閣

官
房
内
閣
審
議
官
平
川
薫
君
、
内
閣
宣
房
内
閣
審
議
官
向

井
治
紀
君
、
内
閣
官
房
総
合
海
洋
政
策
本
部
事
務
局
長
甲

斐
正
彰
君
、
内
閣
官
房
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
推
進
本
部
事
務
局
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
推
進
統
括
官
石
田
高
久
君
、
内
閣
官
房
内
閣

審
議
官
岡
田
隆
君
、
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
三
角
育
生
君
、

内
閣
府
大
臣
官
房
審
議
官
田
中
愛
智
朗
君
、
警
察
庁
長
官

宣
房
総
括
審
議
官
斉
藤
実
君
、
警
察
庁
警
備
局
長
松
本
光

弘
君
、
総
務
省
大
臣
宣
房
審
議
官
堀
江
宏
之
君
、
外
務
省

大
臣
宣
房
参
事
官
四
方
敬
之
君
、
財
務
省
主
計
局
次
長
可

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

政
府
参
考
人
出
頭
要
求
に
関
す
る
件

内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
件

公
務
員
の
制
度
及
び
給
与
並
び
に
行
政
機
構
に
関
す
る

件栄
典
及
び
公
式
制
度
に
関
す
る
件

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
件

国
民
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
件

警
察
に
関
す
る
件

十
月
二
十
日

日
本
軍
慰
安
婦
問
題
の
真
の
解
決
に
関
す
る
請
願
（
赤

嶺
政
賢
君
紹
介
）
（
第
三
二
三
号
）

は
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

“
百
九

□[
-
回
国
麟
山
口

委

員

会

ヨ羊
諏

浪

第

並^

号

（
第
一
類
第
一
号
）

ヘ

ヘ

（
四
八
）



難
し
い
と
き
に
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
で
補
足
し
て
い
く
た

め
の
手
段
が
全
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
で
構
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
、
石
原
大
臣
。

0
石
原
国
務
大
臣
今
、
緒
方
委
員
が
武
井
政
務
官
と
お

話
を
さ
れ
ま
し
た
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
を
め
ぐ
っ
て
の

議
論
と
い
う
も
の
は
、
緒
方
委
員
と
岸
田
外
務
大
臣
の
間

で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
を
私
は
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
私
の
方
か
ら
も
も
う
既
に
御
答
弁
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
十
ニ
カ

国
、
我
が
国
が
参
加
表
明
す
る
以
前
に
、
い
わ
ゆ
る
保
秘

契
約
と
い
う
も
の
が
十
ニ
カ
国
で
結
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
交
渉
の
過
程
に
つ
い
て
申
さ
せ
て
い
た
だ
＜

な
ら
ば
、
日
本
国
を
除
き
ま
す
十
一
カ
国
の
議
会
か
ら
、

今
、
緒
方
委
員
の
よ
う
な
、
経
過
の
説
明
あ
る
い
は
説
明

に
足
り
な
い
資
料
の
請
求
と
い
う
も
の
が
議
会
か
ら
政
府

に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
承
知
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
も
ぜ
ひ
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す。0
緒
方
委
員
余
り
納
得
的
な
も
の
は
な
か
っ
た
よ
う
な

気
が
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
後
は
、

T
P
P
の
特
別
委
員

会
も
ま
た
い
つ
か
開
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
の
と
き
に
、
私
は
委
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
こ
の
議
論
は
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
石
原
大
臣
、
山
本
大
臣
そ
し
て
齋
藤
副
大
臣
、

結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
武
井

政
務
官
も
、
も
う
大
丈
夫
で
あ
り
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、
全
く
テ
ー
マ
の
違
う
も
の
を
取
り
上
げ

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

き
ょ
う
は
、
松
本
海
洋
政
策
担
当
相
兼
国
家
公
安
委
員

長
に
お
越
し
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
基
本
的
に
海
洋

政
策
担
当
相
と
し
て
き
ょ
う
は
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
冒
頭
―
つ
だ
け
、
国
家
公
安
委
員

長
に
対
し
ま
し
て
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。既
に
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
米
軍
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド

建
設
反
対
派
に
対
し
ま
し
て
、
大
阪
府
警
の
機
動
隊
員
の

方
々
が
、
口
に
す
る
の
も
は
ば
か
ら
れ
る
言
葉
で
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
土
人
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
と
い
う
報
道

第
一
類
第
一
号

内
閣
委
員
会
議
録
第
三
号

が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
、
ビ
デ
オ
も
見
ま
し
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
、
私
、
特
段
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
ま

せ
ん
の
で
、
国
家
公
安
委
員
長
と
し
て
ど
う
お
思
い
か
、

御
答
弁
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

0
松
本
国
務
大
臣
今
般
の
大
阪
府
警
察
か
ら
沖
縄
県
警

察
に
派
遣
さ
れ
た
機
動
隊
員
の
発
言
は
不
適
切
で
あ
り
、

極
め
て
遺
憾
と
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
こ
の
よ

う
な
事
案
を
な
く
し
、
適
切
な
警
備
活
動
を
行
っ
て
い
く

よ
う
警
察
を
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

な
お
、
本
件
の
事
案
を
受
け
ま
し
て
、
沖
縄
県
警
察
に

お
い
て
、
当
該
隊
員
及
び
そ
の
上
司
に
対
し
口
頭
で
厳
重

に
注
意
を
行
い
、
既
に
派
遣
元
で
あ
り
ま
す
大
阪
府
警
察

に
帰
任
さ
せ
た
も
の
と
承
知
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

大
阪
府
警
察
に
お
い
て
、
速
や
か
に
事
実
の
確
認
の
上
、

厳
正
に
対
処
す
る
も
の
と
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
。

0
緒
方
委
員
大
臣
の
コ
メ
ン
ト
を
、
そ
の
ま
ま
承
り
た

い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
シ
ャ
ポ
ー
を
か
え
ま
し
て
、
海
洋

政
策
担
当
相
と
し
て
お
伺
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
と
し
の
夏
、
中
国
の
艦
船
が
口
永
良
部
島
、
種
子
島

と
口
之
島
の
間
に
あ
る
海
峡
を
通
っ
て
い
っ
て
、
そ
し
て
、

そ
の
と
き
に
日
本
か
ら
抗
議
を
し
た
ら
、
い
や
い
や
、
あ

そ
こ
は
国
連
海
洋
法
条
約
上
の
国
際
海
峡
だ
、
自
由
な
航

行
が
約
束
さ
れ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
、
だ
か
ら
何
の
問
題

も
な
い
ん
だ
と
い
う
反
論
が
中
国
か
ら
返
っ
て
き
ま
し

た
。
私
は
極
め
て
遺
憾
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま

す。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
、
そ
こ
の
口
永
良
部
島
や
種
子
島

と
口
之
島
、
正
確
に
言
う
と
、
口
之
島
か
ら
ち
ょ
っ
と
行
っ

た
と
こ
ろ
に
、
日
本
の
領
土
で
あ
り
ま
す
平
瀬
と
言
わ
れ

る
場
所
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
と
口
永
良
部
島
、
種
子
島

と
の
間
の
海
峡
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
海
峡
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
上
の
国
際
海
峡
に

当
た
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
中
国
が
そ
う

い
う
ふ
う
に
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
違
う
場
合
、
な

ぜ
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
海
洋
政
策
担
当
相
、

御
答
弁
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

0
松
本
国
務
大
臣
中
国
政
府
が
吐
喝
刷
海
峡
に
つ
い

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日

て
、
国
際
航
行
に
使
用
さ
れ
て
い
る
海
峡
に
該
当
し
、
通

過
通
航
が
認
め
ら
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

承
知
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
吐
喝

痢
海
峡
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
上
の
国
際
航
行
に
使
用
さ

れ
て
い
る
海
峡
に
は
該
当
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
中
国
独
自
の
主
張
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
よ

う
に
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
中
国
政
府
に
対
し
て
も
、
外
交
ル
ー
ト
を
通

じ
ま
し
て
、
我
が
国
の
立
場
を
申
し
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
緒
方
委
員
国
際
航
行
に
使
用
さ
れ
て
い
る
海
峡
で
は

な
い
、
そ
う
い
う
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
が
、
で
は
、
こ
れ

は
事
務
方
に
お
伺
い
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
か
な
る
根
拠
を
持
っ
て
国
際
航
行
に
使
用
さ
れ
て
い

な
い
と
、
そ
の
具
体
的
な
デ
ー
タ
も
含
め
て
、
も
し
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
答
弁
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

〇
甲
斐
政
府
参
考
人
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

我
が
国
と
し
て
、
こ
の
海
峡
が
国
際
海
峡
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
一

番
大
事
な
の
は
使
用
実
態
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま

す。
現
在
の
こ
の
吐
喝
剛
列
島
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
体
、

年
間
、
二

0
一
五
年
に
百
五
十
一
隻
ぐ
ら
い
、
一
日
に
O・

四
隻
ぐ
ら
い
。
他
方
で
、
大
隅
海
峡
と
い
う
国
際
海
峡
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
は
大
体
三
千
四
百
二
十
九
隻
、
こ
れ

は
二
0
一
五
年
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
が
、
一
日
平
均

九
•
四
隻
程
度
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
と
し
て
は
、
や
は
り
こ
う
い
う
使
用
実
態
も
含

め
て
、
こ
こ
は
国
際
海
峡
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
海
峡

で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
判
断
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

0
緒
方
委
員
今
、
デ
ー
タ
で
、
結
構
説
得
的
だ
っ
た
な

と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。

で
は
、
日
本
に
、
国
際
航
行
に
使
用
さ
れ
て
い
る
海
峡
、

略
し
て
国
際
海
峡
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
日
本
の
領
海

の
中
に
国
際
航
行
に
使
用
さ
れ
て
い
る
海
峡
と
い
う
の
は

ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
、
大
臣
。

0
松
本
国
務
大
臣
我
が
国
で
は
、
国
際
航
行
に
使
用
さ

れ
て
い
る
海
峡
は
、
宗
谷
海
峡
、
津
軽
海
峡
、
対
馬
海
峡

東
水
道
、
対
馬
海
峡
西
水
道
及
び
大
隅
海
峡
が
該
当
す
る

と
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

0
緒
方
委
員
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
国
際
海
峡
と
言
わ
れ

る
も
の
が
そ
の
五
つ
な
ん
で
す
。
宗
谷
海
峡
、
津
軽
、
そ

し
て
対
馬
の
西
東
、
そ
し
て
大
隅
海
峡
。
簡
単
に
言
い
ま

す
と
、
大
体
、
両
方
か
ら
十
二
海
里
ず
つ
主
張
す
る
と
公

海
部
分
が
残
ら
な
い
、
そ
う
い
う
海
峡
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
五
海
峡
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
言
い
ま

し
た
自
由
な
航
行
や
、
本
来
、
国
際
海
峡
で
あ
れ
ば
、
通

過
通
航
制
度
と
い
い
ま
し
て
、
領
海
を
通
る
と
き
よ
り
も

も
っ
と
自
由
度
の
高
い
通
過
通
航
権
と
い
う
も
の
が
認
め

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
五
海

峡
に
お
い
て
こ
の
通
過
通
航
制
度
を
適
用
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
で
し
ょ
う
か
、
大
臣
。

0
松
本
国
務
大
臣
こ
の
五
海
峡
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
国

際
交
通
の
要
衝
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
自
由
な
航
行
を
確
保
す
る
た
め
に
、
昭
和
五
十
二
年

の
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
法
律
の
制
定
時
に
特
定

海
域
に
指
定
を
し
て
、
領
海
の
幅
を
三
海
里
と
い
う
位
置

づ
け
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ら
の
海
峡
内
は
、
国
連
の

海
洋
法
条
約
第
三
十
六
条
の
、
航
行
上
、
水
路
上
の
特
性

に
お
い
て
同
様
に
便
利
な
公
海
ま
た
は
排
他
的
経
済
水
域

の
航
路
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
通
過
通
航
に
関

す
る
制
度
を
含
め
、
国
際
航
行
に
使
用
さ
れ
て
い
る
海
峡

に
関
す
る
同
条
約
の
第
三
部
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
と

い
う
よ
う
な
受
け
と
め
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

0
緒
方
委
員
今
、
聞
い
て
お
ら
れ
る
方
は
、
少
し
答
弁

が
専
門
的
だ
っ
た
の
で
難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
と
い
う
と
、
本
来
、
十
二
海
里
、
十
二
海
里
を
主
張
す

れ
ば
全
部
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
日
本
の

領
海
と
い
う
の
は
基
本
的
に
十
二
海
里
を
主
張
す
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
の
五
海
峡
に
つ
い
て
は
三
海
里
し
か
主

張
せ
ず
に
、
そ
の
三
海
里
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
残
り

の
部
分
を
公
海
と
し
て
あ
け
て
い
て
、
自
由
に
通
っ
て
い

い
で
す
よ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。

そ
こ
は
、
ま
さ
に
、
津
軽
海
峡
で
あ
っ
て
も
、
宗
谷
海

峡
、
大
隅
海
峡
、
対
馬
の
西
、
東
、
全
部
そ
う
で
す
け
れ

ノ＼
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平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日

ど
も
、
簡
単
に
言
う
と
、
太
平
洋
の
ど
真
ん
中
の
公
海
部

分
と
法
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
と
し
て
は
全
く
変
わ
ら
な
い
部

分
を
あ
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

こ
れ
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
昭

和
五
十
二
年
か
ら
、
当
分
の
間
こ
う
い
う
制
度
に
し
ま
す

と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
五
十
二
年
で
す
の
で
一
九
七
七
年
、

も
う
四
十
年
続
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。

四
十
年
間
そ
う
い
う
状
態
が
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
私
は
そ
ろ
そ
ろ
考
え
直
し
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
。
日
本
が
本
来
主
権
を
主
張
で
き
る
と
こ
ろ
を
、

日
本
の
自
主
的
な
判
断
に
よ
っ
て
狭
め
て
い
る
わ
け
で
す

ね
。
こ
れ
と
い
う
の
は
、
主
権
意
識
の
高
い
方
は
こ
の
中

に
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ぜ
ひ

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
し
、
こ
の
件
は
非
常
に
問
題
だ
と

思
う
。そ
の
中
で
も
私
が
問
題
だ
と
思
う
の
が
、
外
国
と
面
し

て
い
る
海
峡
。
こ
れ
は
、
対
馬
の
西
水
道
が
韓
国
と
面
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
宗
谷
海
峡
が
ロ
シ
ア
と
面
し
て
い
ま

す。
実
は
、
対
馬
の
西
水
道
に
つ
い
て
は
、
日
本
が
三
海
里

に
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
韓
国
も
三
海

里
で
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
が
三
海
里
ず

つ
で
主
張
を
と
め
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
の
部
分
が

あ
い
て
い
る
。
何
と
な
く
、
お
互
い
そ
れ
だ
か
ら
い
い
か

な
と
言
っ
て
は
い
け
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何
と
な
く

そ
う
い
う
気
に
な
る
ん
で
す
。

た
だ
、
宗
谷
海
峡
は
違
う
ん
で
す
ね
。
ロ
シ
ア
は
ど
こ

ま
で
主
張
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
ロ
シ
ア
は
そ
ん
な
謙

虚
な
こ
と
を
言
わ
ず
に
、
ば
し
ん
と
中
間
線
ま
で
自
国
の

領
海
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
だ
け
が
三
海

里
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

と
な
る
と
、
今
、
公
海
で
あ
い
て
い
る
部
分
と
い
う
の

は
何
か
と
い
う
と
、
日
本
が
主
権
を
主
張
す
れ
ば
全
部
埋

ま
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
け
が
あ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
非

対
称
性
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
お
か
し
い
と
思
わ
れ

ま
せ
ん
か
、
松
本
大
臣
。

0
松
本
国
務
大
臣
見
直
し
も
す
べ
き
時
期
を
迎
え
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
御
下
問
で
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、

我
が
国
が
特
定
海
域
の
領
海
幅
を
三
海
里
と
し
て
い
る
の （ノ

は
、
海
洋
国
家
、
先
進
貿
易
国
と
し
て
、
国
際
交
通
の
要

衝
た
る
海
峡
に
お
け
る
商
船
、
大
型
タ
ン
カ
ー
な
ど
の
自

由
な
航
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
総
合
的
な
国
益
の
観
点
か

ら
必
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

領
海
及
び
接
続
水
域
法
を
改
正
し
、
国
連
海
洋
法
条
約

で
規
定
さ
れ
て
い
る
国
際
航
行
に
使
用
さ
れ
て
い
る
海
峡

に
通
過
通
航
制
度
を
導
入
し
た
場
合
、
通
常
の
領
海
と
は

異
な
り
、
そ
の
上
空
の
通
過
の
自
由
を
認
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
ど
に
留
意
を
す
べ
き
点
が
あ
り
ま

し
て
、
そ
の
導
入
に
つ
い
て
は
慎
重
に
対
処
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
本
件
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
基
本
的
状
況
に
大
き
な

変
化
は
見
ら
れ
ず
、
我
が
国
の
特
定
海
域
に
お
け
る
領
海

の
幅
を
三
海
里
の
ま
ま
維
持
す
る
方
が
適
切
で
あ
る
と
い

う
今
の
政
府
の
判
断
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

0
緒
方
委
員
今
、
大
臣
は
、
自
由
な
航
行
を
確
保
す
る

と
か
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
実
は
領
海

法
を
制
定
す
る
と
き
に
何
の
議
論
が
あ
っ
た
か
と
い
う

と
、
こ
れ
は
非
核
三
原
則
と
の
関
係
が
あ
る
、
非
核
三
原

則
と
の
議
論
で
こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
の
が
、
お
お
む
ね
、
研
究
者
の
方
々
と
か
、
先
般
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
外
務
省
の
北
米
局
長
経
験
者
の
方

も
似
た
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
領
海
で
埋
め
て
自
由
な
航
行
を
認
め
て
し
ま
う

と
、
日
本
の
領
海
の
中
を
核
搭
載
艦
が
通
っ
て
い
く
と
き

に
、
持
ち
込
ま
せ
な
い
に
当
た
る
じ
ゃ
な
い
か
と
。
イ
ン

ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
当
た
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
日
本
の
領

海
を
通
過
す
る
こ
と
が
、
持
ち
込
ま
せ
な
い
と
い
う
非
核

三
原
則
と
の
関
係
で
問
題
だ
か
ら
、
だ
か
ら
日
本
が
セ
ッ

ト
バ
ッ
ク
し
て
、
非
核
三
原
則
と
の
関
係
で
問
題
が
生
じ

な
い
よ
う
に
し
て
あ
げ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
言
う
方
が
多
い
し
、
研
究
者
の
方
々
、
も
っ
と
言
う
と
、

当
時
の
責
任
者
の
方
々
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
お
ら

れ
る
。
た
だ
、
こ
の
話
は
や
り
始
め
る
と
物
す
ご
く
長
い

議
論
が
あ
る
の
で
、
も
う
こ
れ
以
上
言
い
ま
せ
ん
け
れ
ど

も。
た
だ
、
通
過
通
航
制
度
、
自
由
な
航
行
を
確
保
す
る
通

過
通
航
制
度
に
つ
い
て
、
私
が
何
回
か
質
問
主
意
書
等
々

で
国
会
で
聞
い
て
い
る
と
き
に
、
必
ず
返
っ
て
く
る
答
弁

が
、
当
該
制
度
に
関
す
る
各
国
の
実
行
の
積
み
重
ね
が
十

分
で
な
く
不
確
定
な
面
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
、
人
の
せ

い
に
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

ほ
か
の
国
で
何
を
や
っ
て
い
る
か
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

か
ら
、
う
ち
と
し
て
も
導
入
し
て
い
い
の
か
ど
う
か
が
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
ん
で
す

が
、
．
た
だ
、
世
界
の
よ
く
船
が
通
っ
て
い
く
海
峡
、
例
え

ば
ボ
ス
ポ
ラ
ス
、
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
海
峡
、
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
、

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
、
マ
ラ
ッ
カ
、
こ
れ
ら
の
海
峡
は
、
実
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
海
峡
に
伴
う
特
別
な
条
約
を
つ
く
つ
て
い

て
、
国
連
海
洋
法
条
約
の
通
過
通
航
制
度
の
適
用
が
な
い

ん
で
す
ね
。
な
い
ん
で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
各
国
の
実
行
の
積
み
上
げ
が
十
分
で

な
く
不
確
定
な
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
懺
界
の
主
要
な
海
峡
に
つ
い
て
は
、
そ
も

そ
も
そ
れ
を
見
た
っ
て
、
何
の
参
考
に
も
な
ら
な
い
わ
け

で
す
。で
は
、
ど
こ
を
見
て
い
る
ん
だ
。
ど
こ
の
海
峡
の
実
行

の
積
み
重
ね
を
日
本
は
ず
っ
と
見
て
い
て
、
し
か
も
国
連

海
洋
法
条
約
が
で
き
て
も
う
二
十
年
で
す
よ
。
二
十
年
間

ず
っ
と
、
今
言
っ
た
、
主
要
で
な
い
、
マ
イ
ナ
ー
と
ま
で

言
う
と
失
礼
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
余
り
世
界
で
知

ら
れ
て
い
な
い
海
峡
の
実
行
を
、
で
は
、
ず
っ
と
見
て
い

る
の
か
。
こ
う
い
う
答
弁
を
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

私
は
非
常
に
問
題
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

各
国
の
実
行
の
積
み
重
ね
が
不
十
分
だ
か
ら
国
際
海
峡

に
伴
う
通
過
通
航
制
度
に
つ
い
て
は
ど
う
や
っ
て
い
い
か

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
は
お
か
し
い
と
私
は
思
っ

て
お
り
ま
し
て
、
も
っ
と
日
本
が
主
体
的
に
判
断
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
が
、
松
本
大
臣
。

0
松
本
国
務
大
臣
御
趣
旨
は
承
り
、
思
い
は
よ
く
わ
か

り
ま
す
。

今
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
議
論
を
し
て
ま
い
り
ま
し
て
、
三

海
里
に
お
さ
め
て
お
く
こ
と
の
意
義
、
公
海
が
あ
る
と
い

う
こ
と
の
意
義
と
い
う
の
も
、
実
は
そ
の
意
味
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
周

辺
と
の
関
係
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
中
で
、
今
後
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

、
9

九

0
緒
方
委
員
日
本
は
こ
の
国
際
海
峡
制
度
に
、
目
を
背

け
て
い
る
と
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
自
分
と
関
係
な
い

と
思
っ
て
い
る
節
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
時
々
思
う

ん
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
日
本
に
あ
る
国
際
海
峡
、
国
際
的

な
航
行
に
使
わ
れ
る
海
峡
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
は
日

本
が
主
権
を
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
て
い
る
の
で
、
結
果
と
し

て
そ
こ
は
考
え
な
く
て
い
い
、
そ
も
そ
も
適
用
が
な
い
か

ら
考
え
な
く
て
い
い
ん
だ
と
。
さ
ら
に
は
、
通
過
通
航
制

度
と
い
う
も
の
が
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
人
の
せ
い
に
し
て
い
る
。
各
国
の
実
行
の
積
み
上

げ
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
だ
か
ら
不
確
定
だ
と
。

こ
う
い
う
ふ
う
に
、
国
際
海
峡
制
度
、
さ
ら
に
は
そ
れ

に
伴
う
通
過
通
航
制
度
に
つ
い
て
、
思
考
停
止
と
ま
で
言

う
と
ち
ょ
っ
と
本
当
に
失
礼
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う

い
う
状
態
に
あ
る
か
ら
、
中
国
の
船
が
ぼ
ん
と
入
っ
て
き

た
と
き
に
、
そ
れ
で
中
国
に
、
国
際
海
峡
じ
ゃ
な
い
か
、

通
過
通
航
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
言
わ

れ
た
と
き
に
、
戸
惑
う
わ
け
で
す
よ
。

そ
の
と
き
に
、
や
は
り
日
本
は
も
う
少
し
、
国
際
海
峡

制
度
そ
し
て
通
過
通
航
制
度
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
真
正

面
か
ら
向
き
合
っ
た
上
で
、
こ
れ
が
何
な
の
か
と
。
人
の

せ
い
に
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
や
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
松
本
大
臣
、
も
う
一
言
、

答
弁
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

0
松
本
国
務
大
臣
外
国
船
舶
の
通
航
の
自
由
及
び
外
国

航
空
機
の
上
空
飛
行
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

そ
の
中
で
、
や
は
り
注
意
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
国
際
海
峡
上
空
、
こ
れ
は
領

空
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
に
お
け
る
外
国
航
空
機
に
よ
る
飛

行
が
可
能
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
潜
水
艦
の
浮
上
航
行
を

求
め
る
規
定
が
な
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
通
過
通
航
権

以
外
は
領
海
と
し
て
の
沿
岸
国
の
主
権
が
保
た
れ
る
、
こ

う
い
っ
た
権
利
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
公
海
を
置
い
て
お
く
こ
と
に
よ
っ

て
一
部
担
保
で
き
る
部
分
も
残
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

あ
っ
て
、
そ
れ
を
真
摯
に
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
、
将
来

に
向
け
て
の
考
え
を
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

Shotaro
ハイライト表示

Shotaro
ハイライト表示

Shotaro
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は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

0
緒
方
委
員
別
に
嫌
み
を
言
う
つ
も
り
は
な
い
で
す

が
、
松
本
大
臣
、
所
掌
が
非
常
に
広
う
ご
ざ
い
ま
す
。
国

家
公
安
委
員
長
、
防
災
、
消
費
者
、
そ
し
て
海
洋
政
策
・

領
土
担
当
と
。
ど
う
し
て
も
海
洋
政
策
の
話
と
い
う
の
は
、

今
の
こ
う
い
う
大
ど
こ
ろ
を
見
て
い
く
と
、
な
か
な
か
、

大
臣
と
し
て
海
洋
政
策
本
部
か
ら
い
ろ
い
ろ
ブ
リ
ー
フ
を

受
け
た
り
説
明
を
受
け
た
り
す
る
回
数
と
い
う
の
は
、
ほ

か
の
担
務
に
比
べ
る
と
少
し
下
が
る
の
か
な
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
話
で
す
の
で
、
国

際
海
峡
制
度
そ
し
て
通
過
通
航
制
度
、
今
議
場
で
聞
い
て

お
ら
れ
た
方
の
中
に
も
、
な
る
ほ
ど
、
そ
ん
な
話
が
あ
る

ん
だ
な
と
思
っ
た
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、
松

本
大
臣
、
海
洋
政
策
担
当
相
、
領
土
担
当
相
と
し
て
頑
張
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

松
本
大
臣
は
、
こ
こ
で
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
、
残
っ
た
時
間
で
、
丸
川
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
担
当
相
と
宮
澤
防
衛
政
務
官
に
質
問
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
冒
頭
、
丸
川
大
臣
に
お
伺
い
を
い
た
し
た
い
と
思

い

ま

す

。

＇

先
般
の
予
算
委
員
会
で
、
丸
川
大
臣
は
、
自
分
の
所
掌

は
サ
イ
バ
ー
を
含
む
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
の
と
オ
リ

パ
ラ
関
係
で
運
送
面
と
い
う
の
と
、
あ
と
機
運
の
醸
成
、

大
体
そ
う
い
う
答
弁
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
所

掌
は
大
体
そ
ん
な
感
じ
だ
と
。

け
れ
ど
も
、
先
般
、
大
西
議
員
か
ら
も
予
算
委
員
会
で

質
問
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
オ
リ
パ
ラ
法
で
は
大
臣

の
こ
と
を
何
と
書
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
内
閣
総
理

大
臣
の
命
を
受
け
、
大
会
の
円
滑
な
準
備
及
び
運
営
に
関

す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
集
中
的
な
推
進
に
関
し
内
閣
総

理
大
臣
を
助
け
る
こ
と
を
そ
の
職
務
と
す
る
国
務
大
臣
、

こ
れ
が
丸
川
大
臣
で
す
ね
。
よ
ろ
し
い
で
す
ね
。

そ
う
考
え
る
と
、
法
律
に
書
い
て
あ
る
国
務
大
臣
と
し

て
の
業
務
と
、
先
般
の
予
算
委
員
会
の
質
疑
で
答
弁
が

あ
っ
た
サ
イ
バ
ー
を
含
む
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
そ
し
て
運

輸
面
、
運
送
面
、
何
か
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
と
思
い

ま
す
が
、
プ
ラ
ス
機
運
の
醸
成
と
。
結
構
差
が
あ
る
と
思

第
一
類
第
一
号

内
閣
委
員
会
議
録
第
三
号

う
ん
で
す
よ
ね
、
こ
の
間
に
。

大
臣
が
言
わ
れ
た
サ
イ
バ
ー
を
含
む
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、

運
送
面
、
機
運
の
醸
成
と
、
法
律
に
書
か
れ
て
い
る
大
臣

の
所
掌
と
の
差
分
、
残
り
の
部
分
、
差
分
と
い
う
の
は
、

こ
れ
は
何
で
す
か
、
丸
川
大
臣
。

〇
丸
川
国
務
大
臣
や
や
ち
ょ
っ
と
、
御
指
摘
の
部
分
の

意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
恐
ら
く
、
私
が
今

取
り
組
ん
で
い
る
主
た
る
こ
と
は
何
で
す
か
と
い
う
意
味

で
、
例
え
ば
輸
送
と
か
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
こ
と
を

申
し
上
げ
ま
し
た
。
一
方
で
、
も
う
御
承
知
だ
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
本
部
の
方
で
事

務
局
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
立
場
も
あ
っ
た
の
で
、
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
含
む
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
い

う
言
い
方
を
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
緒
方
委
員
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
多
分
、
オ

リ
パ
ラ
法
に
書
い
て
あ
る
大
臣
の
所
掌
と
い
う
の
は
こ

れ
ぐ
ら
い
だ
と
す
る
と
、
サ
イ
バ
ー
を
含
む
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
と
か
運
送
面
、
機
運
の
醸
成
と
い
う
の
は
こ
の
う

ち
の
一
部
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
残
り
の
部
分
と
い
う

の
は
何
が
入
る
ん
で
す
か
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る
ん

で
す
、
大
臣
。

〇
丸
川
国
務
大
臣
特
に
今
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

部
分
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外

に
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
し
て
は
、

C
I
Q
の
強
化

で
す
ね
。
こ
れ
は
ほ
か
の
省
庁
と
の
協
力
に
も
な
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
含
む
、
こ
れ
か
ら
の
訪
日
外
国

人
数
増
と
い
う
政
府
の
目
標
に
対
応
す
る

C
I
Q
の
増
強

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
関
連
省
庁
の
施
策
を
強
力
に

加
速
さ
せ
て
い
く
と
い
う
立
場
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す。
そ
れ
か
ら
感
染
症
対
策
で
す
ね
。
こ
れ
は
厚
生
労
働
省

の
主
た
る
所
掌
で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
備
え
て
進
め
て
い
く
と
い

う
面
に
お
い
て
は
、
私
も
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。そ
れ
か
ら
暑
さ
対
策
。
こ
れ
は
国
土
交
通
省
と
、
一
方

で
は
医
師
会
の
皆
様
初
め
厚
生
労
働
省
の
方
も
対
策
に
か

か
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
も
関

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日

連
省
庁
と
連
携
を
、
私
が
橋
渡
し
を
す
る
と
い
う
よ
う
な

役
割
に
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

0
緒
方
委
員
や
は
り
先
般
の
予
算
委
員
会
で
の
答
弁
と

い
う
の
は
、
あ
あ
い
う
答
弁
は
さ
れ
な
い
方
が
い
い
で
す

ょ。
誤
解
を
与
え
ま
す
し
、
本
来
、
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
、

本
当
に
大
会
の
円
滑
な
準
備
、
運
営
に
関
す
る
施
策
の
総

合
的
か
つ
集
中
的
な
推
進
に
関
し
て
内
閣
総
理
大
臣
を
助

け
る
こ
と
と
書
い
て
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
こ

を
包
括
的
に
、
自
分
が
全
部
責
任
を
負
う
ん
だ
と
い
う
よ

う
な
、
国
務
大
臣
と
し
て
、
そ
う
い
う
気
持
ち
を
ぜ
ひ
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
、
こ
れ
は
指
摘
だ
け
に

と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
自
衛
権

の
問
題
に
つ
い
て
お
伺
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

政
府
は
、
私
も
一
回
質
問
主
意
書
を
出
し
ま
し
て
、
答

弁
と
し
て
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
自
衛
権
の
関

係
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
う
答
弁
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
書
い
て
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
肝
と
し
て
、

一
般
論
と
し
て
、
武
力
攻
撃
の
一
環
と
し
て
サ
イ
バ
ー
攻

撃
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
自
衛
権
を
発
動
し
て
対
処
す

る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ら
れ
る
、
こ
う
い
う
答
弁
で
あ
り

ま
し
た
。

武
力
攻
撃
の
一
環
と
し
て
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
行
わ
れ
と

い
う
言
葉
の
、
そ
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
お
伺
い
を
い
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
そ
の
も
の
が
武
力
攻
撃
に
該

当
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
だ
け
を
も
っ

て
こ
れ
が
武
力
攻
撃
に
該
当
す
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
ど
ち
ら
で
す
か
ね
。
宮
澤
政
務
官
で
よ
ろ
し
い

で
す
か
、
宮
澤
政
務
官
。

0
宮
澤
大
臣
政
務
官
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
み
で
武
力
攻
撃
と
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
も
従
来
か
ら
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
国
際

社
会
の
中
に
お
い
て
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
み
を
も
っ
て
武

力
攻
撃
に
該
当
す
る
と
し
た
国
家
実
行
と
い
う
も
の
は
確

認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

国
際
的
に
も
、
国
連
と
か

N
A
T
O
と
か
で
さ
ま
ざ
ま

な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
段
階
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
政

府
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
で
あ
れ
ば
そ

れ
の
み
で
も
武
力
攻
撃
と
評
価
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、

確
定
的
な
判
断
を
示
す
こ
と
は
差
し
控
え
る
と
い
う
立
場

を
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

で
す
の
で
、
政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
を
め
ぐ
る
情
勢
や
国
際
的
な
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、

引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す。0
緒
方
委
員
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
み
で
武
力
攻
撃
に
当
た

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
返
答
を
控
え
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、
武
力
攻
撃
の
一
環
と
し
て
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
行

わ
れ
る
と
き
な
の
で
、
結
局
、
こ
の
答
弁
で
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
の
は
、
別
途
物
理
的
な
、
例
え
ば
ミ
サ
イ
ル
を
撃
っ

て
く
る
と
か
、
何
ら
か
の
物
理
的
な
攻
撃
が
生
じ
て
、
そ

れ
を
補
完
す
る
形
と
い
う
か
、
そ
れ
と
相
ま
っ
て
サ
イ

バ
ー
攻
撃
が
生
じ
る
と
き
は
自
衛
権
の
対
象
に
な
る
、
自

衛
権
を
発
動
し
て
対
処
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
あ
く
ま
で
も
、
主
と
し
て
武
力
的
な
攻

撃
が
行
わ
れ
、
そ
れ
と
相
ま
っ
て
や
っ
て
く
る
サ
イ
バ
ー

攻
撃
に
つ
い
て
は
、
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
武
力
攻
撃
で
な

い
と
す
る
と
、
武
力
攻
撃
で
な
い
も
の
に
自
衛
権
を
発
動

す
る
こ
と
と
い
う
の
は
私
は
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う
ん
で
す
よ
ね
。

そ
こ
に
今
、
混
乱
を
生
じ
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
今
、

武
力
攻
撃
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
返

答
を
差
し
控
え
る
と
言
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
起

こ
っ
た
ら
自
衛
権
を
発
動
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ら
れ

る
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。

ち
ょ
っ
と
も
う
少
し
意
を
尽
く
し
て
い
た
だ
か
な
い

と
、
多
分
わ
か
り
に
く
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
政
務
官
。

0
宮
澤
大
臣
政
務
官
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

議
論
を
整
理
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
な
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
み
の
と
き
に
、
そ
れ
が
武

力
攻
撃
と
認
め
て
自
衛
権
を
発
動
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ

-
0
 




